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加藤遼大さん
（工学部4年）
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地方予選敗退と
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翌年の大学日本一

まさかの快進撃の裏側
擾勝につながる

道を切り開いた
4つのチ ー ムビジョン

得点王の
メンタルコントロ ール術

1年前、2023年夏の全日本大学フットサ

ル大会 。FORZAは大学H本一を目標に

掲げていましたが、結果は九州大会予選敗
か とうりょうた

退。当 時 、キャプテンだった加藤遼大さんは、

思わぬ結果に大きなプVッシャ ーを感じてい

ました。「それまで全国大会には2年連続で

進んでいました。日本一になることが目標だっ

たのに、ふたを開け てみれば この結果です。

しかも歴代最強 と言われた2022年のチーム

から体制が変わったばかり の頃だったので、

キャプテンとして重責を感じていました」。

なぜ負けたのかチームで話し合う場を設

けた加藤さん 。「 ‘‘本気で楽しむ、立場に関

係なく要求し合える、謙虚な姿勢で感謝を

体現できる、主体的に行動する” 。H標達成

に向けて組み立てていたこの4つのピジョン

をクリアできているのか、メンバ ーと確認しまし

た。さらに日本一にふさわしい集団になること

を目指して、技術面はもちろん食生活なと実

生活を含めた改善にも意識を向けました」。

そ の結果、地域大学CLの予選である九

州大学リ ーグを無敗で優勝し、全国大会へ

の出場権を得ます。さらに、全国大会も順調

に勝 ち進み、ついに決勝戦へ。そこで対戦し

たのが 順天堂大学。実は順天堂大学は、

2018年に全国大会に初出場した先業たち

が、初戦で大敗した相手でした。個人技に

長けた順天堂大学、片や守り の長崎大学。

かつ て手も足も出なかった宿敵を相手に緊

迫した試合展開の中、接戦を繰り広げ、少な

いチャンスを確実に得点に繋げた長崎大学

は、4対2のスコアで夢のピッグクイトルを掴み

取ることができたのです。「先輩たちの雪辱を

果たした意味でも、優勝はもちろん嬉しかった

です。でもピジョンの達成に向かって、しっかり

努力できたかと言えば完全ではなかったと思

います。それは裏を返せば 、自分たちにはまだ

まだ伸びしろがあるということ 。FORZAの挑

戦はこれからも続きます。僕自身、自分たち の

カでチームを創り上げる輪の中心にいれたこ

とが大きな自信になりました」。

現在、新キャプテンを中心に新しいシ ーズ

ンがスクートしたFORZA。

「今シーズンは、“国立大学の道しるべにな

る” という新たなミッションを掲げ ています。僕た

ち地方 の国立大学チ ームは、私立に比べて

選手層や練習環境が整っている訳ではあり

ません。限られた条件の中でとう成果を出して

いくのか、同じような環境にいる大学生の道し

るべになりたいと思います 」。
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こ いでそう た やました

監督を務める小出奏太さん（右） 、 新キャプテンの山下
理久さん。「今シーズンの目標は全日本大学フットサル
大会優勝です」。

地域大学C Lで得点王になった
っち だ しんぺい

土田真平さんは、サッカ ーからフットサ

ルに転向後、思うようなプレ ーができず

落ち込んでいた時期があったと言いま

す。「技術の向J:には限界があるけれ

と、メンクルは鍛え られると思いました。

大きな大会になればなるほと、持ってい

る力を100％出しきるのは難しい 。楽

しもうと思ってもJ:手くいきません 。声に

出してみるとか笑っ てみるとか、良いプ

レ ーができた時にはしっかり 喜び、まず

いプレ ーをした時はき ちんと反省し、プ

レ ーを修正することを心がけると、緊張

がほぐれてプレ ーに集中できるようにな

りました」。

現在、土田さんは大学院で浮体式

の洋J:風力発電装置が、魚類に及
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原田拓真さん
（工学研究科博士前期課程2年）

ぼす影響について研究しています。「海

中に漂うウロコや糞なとから生物 の

DNAを検出する、環境DNA技術を

駆使した研究です。海水を採取するだ

けで海中にとんな生物がいるのか調

べることができるので、風が強い風車の

周りでも短時間で調査が可能です」。

論文の執筆や乗船実験なと、研究

活動と大事な 試合が重なることもある

のでは？ 「優先す べきは研究な ので、

船上ではストレスをためないようにフット

サルのことは一切忘れます。研究室の

仲間も私のフットサルヘの思いと活動

を理解してくれていたので、サポ ートして

くれました」。
一つ一つのプV ーや目の 前のやる

べき課題に集中して向き合う。簡単な

ことではありません 。土田さんの優れた

メンクルコントロール術は、チームを優

勝に導く一つの要因となり、さらに自分

自身の成長にもつながったのでしょう。

乗船実験中の土田さん。大切な試合前でも洋上
では、 フットサルのことは忘れて研究に集中します。

応援される

チ ー ムになるために
初優勝の原動力になった要因の一つに、積極的

な広報活動が挙げられます。たくさんの応援が大きな
はら だ た（ま

力になるからです。原田拓真さんは、学部3年次から

FORZAの広報を担当しています。

「大ケガをして高校生でサッカ ーを辞めました。サッ

カーを好きな気持ちはとこかにあったので、大学でフッ

トサルを始めてはみたもの の、公式戦では出番が少

なく悔しい 時期が続き、今の自分に何ができるんだろ

う、そう考えるようになりました」。

広報担当になったのはその矢先のこと。原田さんは

「広報活動を通して、応援されるチームづくりに貢献し

よう」と気持ちを切り替えました。「4年の 夏に選手を

辞めて、広報に専念したいと監督に伝えました。大学

院に進学後もチームに残って広報に打ち込んだ のも、

大学日本一になるFORZAの姿を見届けたかった

からかもしれません」。

ベンチで見守った地域大学CL決勝戦 。原田さ

んは優勝の瞬間をこう振り返ります。「終了直後は泣

きそうになりましたが、優勝報告用に準備していた画

像をSNSにアップしなきゃとすぐに我に返りました。嬉し

涙も一瞬で引きました」。

ここまで応援してくださった方々に一刻も早くこの吉報

を届訊感謝の気持ちを伝えたいのと同時に、優勝とい

う実績を広く発信して、より多くの人の応援や支援を

得る、それが広報としてやるべきこと。フィ ールドを離れた

としても、チームに貢献できる。自ら の決断をやり遂げた

原田さんは、間違いなく優勝の立役者の1人なのです。
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土田真平さん
（総合生産科学研究科博士前期課程1年）

加藤亮太さん（工学研究科博士
前期課程1年）が手にしているのは、

声に反応するクリスマスツリー 。
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1福祉用具作らん場|

体が不自由な
人たちを支える
モノづくりという名の支援

＼
 

福祉用具作らん場は、2020年創 部 のま だ若い
いしまったかかず

サ ークルです。工学研究科の石松隆和名誉教授の

下、障がい者の要望を聞き取り、福祉用具を開発する

活動をしています。
か とうりょう た

部長の 加藤亮太さんはご自身も体が弱く、高齢者

や障がい者の支援につながる活動をH指して、学部1

年の頃に友人とサ ークルを発足。声によってイルミネ ー

ションが反応するクリスマスツリーや、肘をついた状態

で頭が洗える台なと様々な要望に応えてきました。そんな

なか感じているのは、自分たちがつくる視点と障がいが

ある方が使いやすいと思う視点にはギャップがあるとい

うこと。 加藤さんは「ギャップを埋めながら本当に役立つ

ものを作りたい」と言います。

また、忘れられない出会いと別れもありました。脳腫

瘍を患い電動車

いすを使用してい

た女の子 のため

にスロープを製作。

小学校人学を控

えていた女の子が、

リビングから屋外
頭を動かすだけで、 パソコン上のカ ーソル
を移動できる装置も開発。 へ直接出られるよ

うに考えたものでした。この出会いが、他者に対する深

い思いやりが芽生えるきっかけにもなりました。「出会った

頃は病気に関する知識もなく、“小さい のに可哀そうだ

な”としか思いませんでした。半年後にそ の子は亡くなり

ました。ご両親は短い期間だったけと、僕たちが作った

スロープをとても喜んでくださいました。今でも命Hにはお

線香を供えに行きます。障がいがある人の多くは病気

が体をむしばむ怖さを深く感じています。今でき ている

生活を維持するために私たちに何ができるのか、ご本

人やご家族と交流する時間を増やし、相手の要望を

最大限汲み取るよう心がけています 」。
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• Aここ ヨ
女の子と一緒にスロープ完成の

お祝いをしました。
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